
            会派研究研修・視察調査報告書 

 

                            令和６年９月 19日 

常滑市議会議長様 

 

                     会 派 名  公明党議員団 

                     会派の代表者 加藤代史子 

 

会派等研究研修・視察調査について次のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 期 日   令和６年８月７日（水）～８月８日（木） 

 

２ 視察先  山形県山形市「地域公共交通ＡＩかなみちゃんタクシーマース導入」 

       宮城県白石市「学びの多様化 市立小中一貫の不登校特例校」 

 

３ 参加者  加藤代史子 

 

４ 行 程 ８月７日 常滑駅―名古屋駅―名古屋空港―山形空港―山形駅― 

山形市役所（視察）―山形駅―仙台駅―白石駅― 

パシフィックホテル白石（泊） 

      ８月８日 ホテル―白石市立きぼう学園（視察）―白石駅―仙台空港駅 

―仙台空港―セントレア空港―常滑駅 

 

５ 経 費 ８月７日 常滑駅→名古屋駅               750円 

名古屋駅→名古屋空港（バス）         700円 

名古屋空港→山形空港（航空機）       18,810円 

山形空港→山形駅（バス）          1,300円 

           山形駅⇔山形市役所（送迎）           0円 

山形駅→白石駅               1,980円 

小 計                  23,540円 

８月８日 白石駅→白石市立きぼう学園（タクシー）       812円 

白石市立きぼう学園→白石駅（タクシー）     787円 

白石駅→仙台空港駅              1,010円 

仙台空港→中部国際空港（航空機）     17,686円 

中部国際空港→常滑駅（名鉄）         330円 

小計                   20,625円 

       手土産             7,160円÷7＝約 1,022円 

       パシフィックホテル白石           7,920円 

       総合計                  53,107円 

 

以上 



１ 山形県山形市「地域公共交通ＡＩかなみちゃんタクシーマース導入」 

山形市の公共交通施策について 

～自家用車にたよらなくても誰もが快適に異動できる環境の構築を目指して～ 

人口 24万 2,858人 世帯数 10万 4,130世帯 面積 381.58平方メートル 

 

市内の公共交通 山交バス コミュニティバス 自主運行交通「スマイルグリーン号」 

新たな「山形市地域公共交通計画」令和３年３月 

山形市では令和６年３月からタクシーの相乗り促進と予約の利便向上を図るため 

モデル事業として人工知能（ＡＩ）の活用で配車する「ＡＩマッチングシステム」を 

かなみちゃんタクシーで運用を始めた。スマートフォンなどからＬＩＮＥで予約でき

る 

ようになった。これまで、予約した人が１人１台のタクシーに乗車していたのが、利 

用時間や目的地が近い方が、相乗りで運行されるようになった。また、以前は利用者 

が直接、タクシー会社に電話で予約していたが、空車を確保できない場合もあり、何 

社も連絡し予約をしなければならないケースもあり、予約をするのが大変な状況であ 

った。新システムでは 1回の予約で６社に連絡がいく仕組みとなっており、負担が軽 

減された。使用できるのは 65歳以上の高齢者で、１人 500円で利用できる。商業施 

設、病院、金融機関、公共施設、交通機関、56地点が予約でき、14の地点では隣接す 

る町も含まれている。 

○マースの導入 

 マースとは目的地までの交通手段の経路検索・予約・決済などを一括で行うことが

できる仕組みである。やまがたマース「らくのる」として、路線バスとベニちゃんバ

スの 1日乗り放題デジタルチケットを販売。 

○コミュニティサイクルの導入 

 市内各所の設置されたサイクルポート間で、電動アシスト自転車を自由に利用でき

るシェアサービス。 

「感想」  

まだ始まったばかりのＡＩによるマッチングシステムである。課題はラインの登録

者がのびない。スマートフォンの利用も少ないのが現状だが、予約がなかなか取れず

数社のタクシーに電話をかけなくて済むのは、使っている方からはとても喜ばれてい

る。どこも課題は同じであることがわかったが、５年 10 年はすぐ来る。今、スマー

トフォンを使いこなしている世代が使う時代はすぐそこである。焦らず使いやすいよ

うに進展していけばいいのではないかと思った。超高齢化社会をどの地域も迎える中、

私たちの地域にあった公共交通の発展がとても重要であると思った。また車だけでは

なく、自転車もまた交通の一助として大切なのではないかと思った。 

 



２ 宮城県白石市「学びの多様化 市立小中一貫の不登校特例校 白石きぼう学園」 

学校では我妻校長先生にお迎えしていただき、まず、学校の案内をしていただいた。 

平成 31年に閉校した旧南中学校を活用した学校は、木材がたくさん使われ、吹き抜け

の天井の高いゆったりした学校である。小学部、中学部と別れていて、それぞれ特色の

ある教室となっている。各クラスには支援員がいて、授業中クールダウンが必要になる

と、自分で自己申告し、教室から離れるようになっている。白石タイムの時間では自分

のつまづいてる勉強を自主学習する時間となっている。全ての子供には学ぶ意欲があ

り、それをどのように引き出すのかが重要となる。不登校といっても様々な理由があ

り、多様性に対応していくことが必要であるが、一人一人に対応できていないのが現状

である。 

白石市では令和３年度では小学生 17人、中学生 50人。令和４年度では小学生 24人、

中学生 63人と小学生の不登校が増加している。「不登校に対する考え方」としては、不

登校はどの生徒にも起こりうるもの。不登校というだけで問題行動であると受け取ら

ない。「登校」という結果のみを目標としない。「社会的に自立すること」を重要視して

いる。社会全体で向かうべき問題である。という市内全職員が共有の視点である。 

○令和５年４月学びの多様化学校（白石きぼう学園 ）開校 

これまで通ってきた学校・学校システムには馴染めず、新たな学びの環境を望む児童

生徒（自ら行かない）学びの場の選択肢の一つ。対象となる児童生徒は児童生徒に学園

に登校しようとする意欲、興味・関心があること、また保護者の理解も確認できること

が条件となる。定員は定めてなく、年度途中でも対応している。令和６年度在籍小学２

年生１名、３年生１名、４年生２名、５年生３名、６年生７名、中学１年生４名、中学

２年生９名、中学３年生６名、計 33名 特別な教育課程の編成が可能となり、教科の

新設、教科の組み換え、指導内容の異学年への移動も可能となっている。「学校らしく

ない学校」学び直しの時間設定、授業中のクールダウン、学校行事（修学旅行・社会見

学等）を児童生徒の主体性で決定、朝が苦手なため、始業は９時 20分から、制服の指

定なし、定期テストなし。こどもが足を向けたくなる学校「行けそう「楽しそう」。「自

分のペース」を尊重、「個別な学び」で基礎学力の保障、学校内外での豊かな体験活動

の機会を確保。中学生の中にはもっと学びたいと、公立高校５名、私立高校２名、通信

制２名。「学校に通える理由」１ 授業がわかりやすい、２ 先生や友達がみんな優し

い、３ 楽になれる、学校の雰囲気がいい、４ 行事が楽しい、５ いろいろな経験が

できる、６ 縛りがない（児童生徒からの調査） 

「感想」 

今こそ学びの多様化学校が求められているのだと思った。不登校にはいろいろな原

因や背景があり一人に焦点をあててみる必要があるのだと思った。半沢教育長も来て

いただき、教育長の並々ならぬ決意、周りの方々の賛同、協力があり実現した。「小さ

な市でも出来ます。」と力強くおっしゃった。「寄り添う」とは寄り添われている人が感

じること。教職員への研修で先生方のレベルアップを図っているそうで、この学園で学

んだことがどの学校にいっても生かされているそうである。とても参考になる視察だ

った。   


